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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　　

回次
第34期

第２四半期連結
累計期間

第35期
第２四半期
累計期間

第34期

会計期間

自平成23年
６月１日
至平成23年
11月30日

自平成24年
６月１日
至平成24年
11月30日

自平成23年
６月１日
至平成24年
５月31日

売上高（千円） 6,798,4753,429,85210,977,799

経常利益（千円） 1,218,083175,0451,568,425

四半期（当期）純利益（千円） 937,208 178,6761,306,054

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
    ―     ―     ―

資本金（千円） 2,000,7922,000,7922,000,792

発行済株式総数（株） 63,099 126,198 126,198

純資産額（千円） 9,136,8209,407,4589,416,357

総資産額（千円） 18,064,01216,533,13515,848,469

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
8,784.571,415.8411,216.35

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）　
    ―     ―     ―

１株当たり配当額（円） 3,000 1,500 4,500

自己資本比率（％） 50.6 56.9 59.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,963,539815,1112,712,889

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△212,181 163,550△269,796

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△348,370 438,221△2,377,815

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
3,295,9843,422,0252,005,141

　

回次
第34期

第２四半期連結
会計期間

第35期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成23年
９月１日
至平成23年
11月30日

自平成24年
９月１日
至平成24年
11月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
6,765.56 500.72

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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３．当社は、平成23年12月１日付で連結子会社トータル情報センター株式会社を吸収合併したことにより、第35

期第２四半期会計期間末に連結子会社が存在しないため、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、

連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移については記載しておりません。また、第34期第２四半期累

計期間ついては四半期財務諸表を作成していないため第２四半期累計期間に代えて第２四半期連結累計期

間について記載しております。

４．平成23年12月１日付で株式分割を行いましたが、第34期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当

たり四半期（当期）純利益を算定しております。

５．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

　　 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。　

 

EDINET提出書類

リベレステ株式会社(E03989)

四半期報告書

 3/19



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生したリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(１) 業績の状況

     当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要を背景に緩やかに持ち直しつつあ

るものの、欧州債務危機に端を発する世界経済の減速や、近隣諸国との領土問題の影響により、先行き不透明な状

況で推移しております。

　　 新築分譲マンション市場におきましては、景気低迷による個人所得の減少や雇用環境の悪化に伴う不透明感があ

るものの、底堅く推移することが期待されます。

     このような環境の中、当社のドメインである「ものづくり」のノウハウを用いた開発事業に経営資源を集中し、

都心部を中心とした新たなニーズ・付加価値・高品質の分譲マンションの開発・販売に特化してまいりました。

　 　なお、当社は、期初の不透明な環境に対し、慎重に販売を展開しておりましたが、市場環境の変化に対応した販売戦

略の組み直しにより、下期に販売を先送りした物件が出ました。

　　 その結果、当第２四半期累計期間における売上高は3,429百万円、営業利益は185百万円、経常利益は175百万円、四

半期純利益は178百万円となりました。なお、前事業年度の第３四半期会計期間より非連結となったことから、前年

同四半期比較は記載しておりません。

　　　   セグメントの業績は次のとおりです。

　 ①開発事業

　開発事業につきましては、従来からの分譲マンションと戸建物件の販売により売上高が1,615百万円、セグメント

利益が149百万円となりました。

②建築事業

　建築事業につきましては、当第２四半期累計期間に完成した建築物件が少なかったことにより売上高が97百万

円、セグメント利益が8百万円となりました。

③不動産販売事業

　不動産販売事業につきましては、再販物件及び一般不動産の販売が順調に推移したことにより売上高が883百万

円、セグメント利益が43百万円となりました。

④ホテル事業

　ホテル事業につきましては、お客様のニーズを捉える営業活動を積極的に展開した結果、客単価が震災前の一昨

年を上回ったことにより売上高が679百万円、セグメント利益が26百万円となりました。

⑤その他事業

　その他事業につきましては、賃貸管理及び建築資材を中心に、売上高が153百万円、セグメント利益が75百万円と

なりました。
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　　(２) キャッシュ・フローの状況

　　　　 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末比1,416百万円増

加し、3,422百万円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

  営業活動による資金の増加は815百万円となっております。これは主に税引前四半期純利益293百万円及びたな

卸資産553百万円の減少によるものです。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

  投資活動による資金の増加は163百万円となっております。これは主に定期預金の払戻1,003百万円及び定期預

金の預入784百万円によるものです。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

  財務活動による資金の増加は438百万円となっております。これは主に配当金175百万円の支払いに対し、短期借

入金35百万円、長期借入金158百万円及び社債420百万円の増加によるものです。

　　(３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　 当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　(４) 研究開発活動

　　　　 該当事項はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 160,000

計 160,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年１月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 126,198 126,198

大阪証券取引所

  ＪＡＳＤＡＱ

　　（スタンダード）　

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 126,198 126,198 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成24年９月１日

～平成24年11月30日
― 126,198 ― 2,000,792 ― 1,972,101
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（６）【大株主の状況】

 平成24年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社　ジュンプランニング 埼玉県草加市金明町389番地１ 34,384 27.24

株式会社　武蔵野銀行
埼玉県さいたま市大宮区桜木町１丁目

10-8
3,100 2.45

河合　信和 千葉県浦安市 2,709 2.14

株式会社　ジャフコ 東京都千代田区大手町１丁目5-1 2,420 1.91

MSCO CUSTOMER SECURITIES　

（常任代理人　モルガン・スタン

レーMUFG証券株式会社）

1585 Broadway New York, 

New York 10036, U.S.A　

（東京都渋谷区恵比寿４丁目20-3）　

2,317 1.83

河合　純二 埼玉県越谷市 2,240 1.77

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目8-11 2,139 1.69

東京東信用金庫 東京都墨田区東向島２丁目36-10 2,002 1.58

リベレステ従業員持株会 埼玉県草加市金明町389番地１ 1,105 0.87

株式会社SBI証券　 東京都港区六本木１丁目6-1 1,015 0.80

計 － 53,431 42.33

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） － － 　－

完全議決権株式（その他）  　普通株式　126,198 126,198 　－

単元未満株式 　－ － 　－

発行済株式総数 126,198 － －

総株主の議決権 － 126,198 －

 

②【自己株式等】

 平成24年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

  該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成24年９月１日から平成24年

11月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年６月１日から平成24年11月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、優成監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集団の財政

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、

四半期連結財務諸表は作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年５月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,008,149 4,206,049

受取手形及び売掛金 92,655 71,715

販売用不動産 5,186,062 ※3
 3,376,714

仕掛販売用不動産 ※3
 1,496,586 2,736,845

貯蔵品 48,854 45,180

繰延税金資産 25,331 10,800

その他 207,229 390,542

貸倒引当金 △3,622 △5,183

流動資産合計 10,061,248 10,832,664

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,045,552 ※3
 1,989,496

車両運搬具（純額） 15,824 11,789

土地 ※3
 2,892,085

※3
 2,812,031

その他（純額） 6,543 7,514

有形固定資産合計 4,960,007 4,820,831

無形固定資産

無形固定資産合計 10,041 8,634

投資その他の資産

投資有価証券 249,832 245,847

関係会社株式 15,000 85,000

出資金 165,592 165,592

長期貸付金 104,520 107,228

繰延税金資産 188,835 189,351

その他 117,793 105,858

貸倒引当金 △24,402 △27,874

投資その他の資産合計 817,172 871,004

固定資産合計 5,787,221 5,700,470

資産合計 15,848,469 16,533,135
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年５月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 162,353 332,821

短期借入金 2,165,320 2,357,443

1年内償還予定の社債 140,000 240,000

未払法人税等 326,000 109,000

完成工事補償引当金 474 498

その他 297,053 413,315

流動負債合計 3,091,200 3,453,078

固定負債

社債 540,000 870,000

長期借入金 2,200,020 2,201,237

役員退職慰労引当金 411,046 411,046

退職給付引当金 65,562 67,861

債務保証損失引当金 5,625 5,471

資産除去債務 46,216 46,456

その他 72,439 70,525

固定負債合計 3,340,911 3,672,598

負債合計 6,432,112 7,125,676

純資産の部

株主資本

資本金 2,000,792 2,000,792

資本剰余金 2,018,237 2,018,237

利益剰余金 5,404,587 5,393,967

株主資本合計 9,423,617 9,412,997

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △7,260 △5,538

評価・換算差額等合計 △7,260 △5,538

純資産合計 9,416,357 9,407,458

負債純資産合計 15,848,469 16,533,135
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成24年11月30日)

売上高 3,429,852

売上原価 2,465,166

売上総利益 964,686

販売費及び一般管理費 ※
 779,212

営業利益 185,473

営業外収益

受取利息及び配当金 12,789

受取手数料 8,665

受取家賃 33,297

雑収入 15,143

営業外収益合計 69,896

営業外費用

支払利息 43,728

社債利息 3,220

社債発行費 9,539

投資事業組合運用損 666

貸倒引当金繰入額 8,622

雑損失 14,545

営業外費用合計 80,324

経常利益 175,045

特別利益

固定資産売却益 27,928

損害賠償金 91,040

特別利益合計 118,969

特別損失

固定資産除却損 43

特別損失合計 43

税引前四半期純利益 293,971

法人税、住民税及び事業税 100,913

法人税等調整額 14,381

法人税等合計 115,295

四半期純利益 178,676
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成24年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 293,971

減価償却費 71,070

無形固定資産償却費 1,407

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,298

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 24

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,033

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △154

投資事業組合運用損益（△は益） 666

受取利息及び受取配当金 △12,789

支払利息 46,949

固定資産除売却損益（△は益） △27,885

社債発行費 9,539

売上債権の増減額（△は増加） 20,940

たな卸資産の増減額（△は増加） 553,088

その他の流動資産の増減額（△は増加） △66,628

仕入債務の増減額（△は減少） 170,468

その他の流動負債の増減額（△は減少） 99,296

その他の固定負債の増減額（△は減少） △1,674

小計 1,165,624

利息及び配当金の受取額 7,477

利息の支払額 △46,891

法人税等の支払額 △311,098

営業活動によるキャッシュ・フロー 815,111

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △784,024

定期預金の払戻による収入 1,003,008

有形固定資産の取得による支出 △5,433

有形固定資産の売却による収入 122,000

投資事業組合からの分配による収入 4,500

関係会社株式の取得による支出 △70,000

貸付けによる支出 △123,987

貸付金の回収による収入 5,551

その他 11,934

投資活動によるキャッシュ・フロー 163,550
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成24年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 35,000

長期借入れによる収入 340,000

長期借入金の返済による支出 △181,660

社債の発行による収入 490,460

社債の償還による支出 △70,000

配当金の支払額 △175,578

財務活動によるキャッシュ・フロー 438,221

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,416,883

現金及び現金同等物の期首残高 2,005,141

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,422,025
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【会計方針の変更】

　（減価償却方法の変更）　

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年６月１日以後に取得した有形固定資産につい

て、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

  １  保証債務

前事業年度
（平成24年５月31日）

当第２四半期会計期間
（平成24年11月30日）

物件購入者（129人） 337,004千円 物件購入者（129人） 327,762千円

　

  ２  手形裏書譲渡高

 
前事業年度

（平成24年５月31日）
当第２四半期会計期間
（平成24年11月30日）

受取手形裏書譲渡高 11,624千円 6,021千円

　　

※３　販売用不動産の保有目的の変更

　　　従来、販売用不動産として保有していた下記の不動産は、保有目的を変更したため、有形固定資産に振り替え

表示しております。

 
前事業年度

（平成24年５月31日）
当第２四半期会計期間
（平成24年11月30日）

建物 　　　　　　　　　　　―千円 18,026千円

土地 　　　　　　　　　204,249                     1,647
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（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間
（自  平成24年６月１日
至  平成24年11月30日）

販売手数料 47,788千円

販売促進費 67,089

広告宣伝費 81,711

役員報酬 66,438

給料手当 58,643

減価償却費 50,264

水道光熱費 64,766

　　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
当第２四半期累計期間
（自  平成24年６月１日
至  平成24年11月30日）

現金及び預金勘定 4,206,049千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △784,024

現金及び現金同等物 3,422,025

 

（株主資本等関係）

当第２四半期累計期間（自　平成24年６月１日　至　平成24年11月30日）

１．配当に関する事項

(１)　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月30日

定時株主総会
普通株式 189,297 1,500平成24年５月31日平成24年８月31日　利益剰余金

(２)　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後と

なるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月21日

取締役会
普通株式 189,297 1,500平成24年11月30日平成25年１月30日　利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自　平成24年６月１日　至　平成24年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
開発事業 建築事業

不動産販売
事業

ホテル事業
その他事業
（注）　

売上高       

外部顧客への売上高 1,615,75697,138883,154679,884153,9173,429,852

セグメント間の内部売

上高又は振替高
― ―　 ―　    ―    ―    ―

計 1,615,75697,138883,154679,884153,9173,429,852

セグメント利益 149,4818,085 43,53926,96675,436303,509

  （注）その他事業は、賃貸住宅の仲介・管理及び不動産の売買仲介等であります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 303,509

全社費用（注） △118,035

四半期損益計算書の営業利益 185,473

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。　

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期会計期間より、「その他事業」は量的な重要性が増したため、報告セグメントとして記載する

方法に変更しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期累計期間
（自　平成24年６月１日
至　平成24年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1,415円84銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 178,676

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 178,676

普通株式の期中平均株式数（株） 126,198

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　
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２【その他】

　 平成24年12月21日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（ィ）配当金の総額……………………………………………189,297千円

　（ロ）１株当たりの金額………………………………………1,500円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日………………平成25年１月30日

（注）　平成24年11月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年１月10日

リベレステ株式会社
取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 須永　真樹　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 陶江　徹　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリベレステ株式会

社の平成24年６月１日から平成25年５月31日までの第35期事業年度の第２四半期会計期間（平成24年９月１日から平成

24年11月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年６月１日から平成24年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、リベレステ株式会社の平成24年11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。
　
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期　報告

書提出会社)が別途保管しております。

　　　　２　四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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